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本邦での薬剤耐性真菌の拡がり 

 

酵母やカビに代表される真菌も日和見病原体として、院内感染を起こすことがあります。抗真菌薬は

ヒトと同じ真核細胞に作用することから、作用メカニズムを基に分類すると、抗細菌薬と比較して選択

毒性の観点から種類は少ないのが現状です。代表的な治療薬としては、細胞膜障害薬（ポリエン系）、細

胞壁合成阻害薬（キャンディン系）、エルゴステロール合成阻害薬（アゾール系、アリルアミン系）があ

げられます。抗真菌薬には自然耐性の菌種も多くありますが、近年、抗細菌薬と同様に薬剤耐性菌（獲

得耐性菌）が出現しています。病原性酵母ではカンジダ・アルビカンスの分離頻度は高く、深在性感染

症を起こします。次いで、カンジダ・グラブラータがあげられますが、本菌では、アゾール系やキャン

ディン系薬に対する耐性菌が出現し問題となっています 1）。また、本邦では我々の調査からカンジダ・ト

ロピカリスからも耐性菌が見つかっています 2）。さらに、海外では多剤耐性のカンジダ・アウリスによる

アウトブレーク感染が問題になっていますが、日本では海外渡航者の感染例以外はありません 3）。 

カビの仲間では、アスペルギルスや接合菌類（ケカビ、クモノスカビなど）は深在性真菌症を、皮膚

糸状菌である黒色真菌や白癬菌は表在性真菌症の原因となります。この中でも、アスペルギルス・フミ

ガタスは侵襲性や慢性肺アスペルギルス症と起こすと共に、アゾール系薬に対する耐性化も近年問題に

なっています。本邦では、その要因として長期間の薬剤投与があげられます 4）。一方、海外では、同じ種

類の薬が農薬として多く使われており、環境中で耐性を獲得したアスペルギルスがヒトに感染して、治

療を難しくしています。また、我々は、本邦で感染例の多いアスペルギルス・ニガーの類縁菌種（隠蔽

種）に焦点を絞り、顕微鏡下でアゾール系薬に対するトレラント現象（薬剤存在下での菌糸伸長による

耐性化現象）をとらえています 5）。さらに、近年、白癬菌でもテルビナフィン（アリルアミン系薬）に対

する耐性菌の出現が報告されています 6）。 
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 これらのように細菌のみならず、真菌にも種々の薬剤に対する耐性菌が出現しており、治療には薬剤感

受性測定が必要と考えられます。AMED 感染症創薬産学官連絡会が提案している AMR 創薬研究で標的と

する病原菌リストには３種類の真菌（カンジダ・アウリス、薬剤耐性カンジダ、アゾール耐性アスペル

ギルス・フミガタス）が含まれており 7）、今後これらの真菌のサーベイランスや創薬研究が進むことが期

待されます。当社では真菌の薬剤感受性測定を多数行っています。ぜひご活用いただければと思います。 
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